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コープ（⽣協）について
・コープ（生協）は、消費者一人ひとりが、暮らしのさまざまな願いを協同し
て実現するために、事業や活動を通じて助け合う消費者の自発的な組織です。

・組合員は「出資金」を出し、「利用」し、事業や活動の「運営」に参加・参画
します。



コープデリグループ
〈関東・信越１都7県６つの⽣協〉
会員合計の総事業高6106.4億円、組合員数528.1万人
コープみらい（東京・千葉・埼玉＝369.1万人）、いばらきコープ（39.3万人）、
とちぎコープ（27.5万人）、コープぐんま（34.6万人）、コープながの（33.3万人）、
コープデリにいがた（24.0万人）、
生産、物流、保険、サービスなどの子会社含めてグループを形成

宅配（180万世帯が利用）、店舗（146店舗）、
福祉、共済、電気などの事業と環境、福祉、子
ども・子育て支援、平和・国際貢献、消費者の
権利拡大などの社会的な活動を行っています。

グループ共通の理念
「COOPともにはぐぐむくらしと未来」

2025年ビジョン
「食卓を笑顔に地域を豊かに」
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美ら島応援もずくプロジェクト

伊平屋島は沖縄本島の北側に位置する人口約1,200名の小さな島です。周辺は珊瑚礁に囲まれ、砂浜はウミガメの貴重な
産卵地です。しかし、砂浜には大量のゴミが流れ着き、そのゴミがウミガメの上陸を阻みます。
「美ら島応援もずくプロジェクト」は、伊平屋島産のもずくを食べることで島の美しい自然を守る取り組みです。もず

くの売り上げの一部を「コープデリ美ら島応援基金」に寄付し、漂着ゴミの運搬・処理や砂浜の浄化など、自然環境の保
護活動に役立てています。

「コープデリ美ら島応援基金」
伊平屋島の自然環境と生物多様性保護や
産業育成のための条約に基づき、もずく
の利用（販売）を通じて自然環境保護の
取り組みを応援する目的で2010年に基
金を創設しました。

【調印団体】
沖縄県伊平屋村、伊平屋村漁業協同組合
、㈱海産物のきむらや、日本生協連、コ
ープデリ連合会

「伊平屋島とコープデリのあゆみ」
● 1978年 村でもずく養殖の事業化開始
● 1987年 取引スタート
● 2010年「コープネット（現コープデリ）

美ら島応援基金」設立
「美ら島応援もずくプロジェクト」開始

職員や組合員（消費者）が毎年島を訪問

職員や組合員が島を訪れ、もずくの生産、加工など学習や、生産者と
の交流を行っています

もずくの漁場・収穫を視察
10周年時に届けた組合員からの応
援メッセージパネル（伊平屋村役
場にて）

組合員向けの広報紙や宅配の商品カタログで、海洋ゴミ問題やプロ
ジェクトの目的やストーリを意識した商品のおすすめをしています
。

組合員広報紙 宅配のカタログ

2010年 調印式



トキはかつて、ほぼ日本全土で普通に見ることができる鳥でした。しかし、明治時代に狩猟が解禁され、米作りに農薬
が使用されるようになると餌となる生きものが消えトキは絶滅しました。佐渡では、再びトキが住める豊かな自然環境を
取り戻そうと、さまざまな取り組みを行っています。
そんな佐渡を、お米を食べることで応援する取り組みが「佐渡トキ応援お米プロジェクト」です。佐渡コシヒカリの売

り上げの一部を「佐渡トキ環境整備基金」に寄付し、いきものを育む環境活動に活用されています。

CO-OP産直新潟佐渡コシヒカリおよび加工
品の販売、佐渡市トキ環境整備基金平への
寄付、組合員、役職員の産地視察および交
流を通じて、人とトキが共生する佐渡の実
現を目指したものです。

【調印団体】
新潟県佐渡市、佐渡農業協同組合、日本生
協連、コープデリにいがた、コープ
デリ連合会

「佐渡米とコープデリのあゆみ」
● 1994年「CO-OP産直新潟佐渡コシヒカリ」の

取り扱い開始
● 2008年 60羽のトキを佐渡に定着させること

を目標に野外へ放鳥
● 2010年「佐渡トキ野生復帰」を目的とした連携

協定」締結
「佐渡トキ応援お米プロジェクト」開始

2010年 調印式

江・ビオトープの清掃
生き物と共生する米づくりを体験

生き物調査の体験
江・ビオトープに生息する生き
物の調査し多様性を実感

佐渡トキ応援お米プロジェクト

職員や消費者が島を訪れ、生きものと共生する
米作りの体験や学習など交流を行なっています。

「佐渡トキ野⽣復帰」を目的とした連携に関する協定

宅配の商品カタログでは、商品だ
けでなく生産者の声やストーリー
などプロジェクトの説明を行って
います。



お米は食文化の柱として輸入に頼らず消費をまかなうことができる作物ですが、日本人一人当たりの米消費量はこの50
年間で約半分に減りました。田んぼには、洪水や土砂崩れを防いだり、生きもののすみかになるなど自然環境を守る役割
があります。
「お米育ち豚プロジェクト」は、休耕田になりかねない田んぼで飼料用の米を作り、米を飼料の一部として与え豚を育て
ます。その豚肉を食べることで、米の生産を守り日本の食料自給力向上に貢献することをめざす取り組みです。

「お米育ち豚プロジェクトのあゆみ」
● 2007年 飼料用米の取り組み検討開始
● 2008年 プロジェクトスタート

 飼料用米栽培開始、豚のエサ
に10％混ぜる

● 2009年～お米育ち豚供給（販売）開始
その後、卵・鶏・牛肉や加工
品など品目の拡大

● 2017年～飼料用米配合率を15％に引き上げ

飼料用米の生産からの豚肉の加工までの学習や体験を通じ交流を行なってい
ます

飼料米稲刈り体験 食肉加工処理工場での
ウインナー作り体験

お米育ち豚プロジェクト

フードチェーン全体で取り組みを推進

宅配の商品カタログ「飼料用米による産直豚⽣産」調印式

【調印団体】
花巻農業協同組合、お米生産者、飼料会社、
豚生産者、コープデリ連合会等７団体



ハッピーミルクプロジェクト

栄養改善プログラム
１．栄養不良の早期発見・治療

子どもの栄養不良の治療ができる施設の増設栄養不良の子
どもには 補助用品を供給

２．健診・治療を担う職員の育成
保健センター職員の研修や保健員を指導する管理者を育成

３．母親たちに栄養・育児の知識の普及し、学び合うグループ

づくり

世界には５歳の誕生日を迎えられない子どもたちが500万人います 。そのうち半数以上は栄養不良が原因です。中でも
アフリカでは、干ばつなどの自然災害や紛争などの問題により、多くの子どもたちが命の危険にさらされています。
「ハッピーミルクプロジェクト」は、コープの牛乳の売り上げの一部をユニセフに寄付し、アフリカの子どもたちや母親
の栄養改善を応援する取り組みです。

「ハッピーミルクプロジェクト支援国の変遷」
● 2008年 モザンビーク共和国
● 2014年 シエラネオネ共和国

● 2020年 コートジボワール共和国

支援国を見て、感じて、伝えることで取り組みを推進

母乳育児についての教育栄養状態のスクリーニング

なぜ牛乳で支援？？
● 多くの組合員が利用
● 牛乳は栄養が豊富なイメージ

● パッケージに大きな広報面がある
牛乳パッケージでの広報

組合員広報紙



ハッピーミルクプロジェクト

お米育ち豚プロジェクト

佐渡トキ応援お米プロジェクト

美ら島応援もずくプロジェクト

お米育ち豚を育てる産地は、6県61カ所の農場に広がりました。飼料用
米の活用は、豚だけでなく牛や鶏へ広がっています。その総重量は、
5,018トン。田んぼの面積に換算すると836ヘクタールに達します。

トキの野生復帰は順調に進んでいます
。2008年、60羽のトキを佐渡に定着さ
せることを目標に、野外への放鳥がス
タート。2023年12月末現在、推定532
羽の野生のトキが定着しています。

2022年度の寄付贈呈と稲刈り交流

１．モザンビーク共和国（２００８～）
ミレニアム開発目標４「５歳児未満の死亡

率を3分の２に減少させる」を達成 全ての
保健施設で栄養不良改善プログラムを行い､
遠くて通えない人に循環保健員の仕組みを整
えました。
２．シエラレオネ共和国（２０１４～）
保健員の指導管理者１３名、保健員１２１

名の研修・訓練を行い、現地での人材育成に
取り組みました。
また、コノ県にある村のうち６４％で「母

親グループが結成され、紙芝居や歌で離乳食
の知識や検査の知識を伝えています。

今年は、4年ぶりに組合員と役職員の代
表が伊平屋島にてビーチクリーン活動
を実施しました。

●栄養改善プログラムと到達点

プロジェクトの実績
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4つのプロジェクト 
特設サイト

各プロジェクトの詳細は、動画でご覧ください。

ハッピーミルクプロジェクト

お米育ち豚プロジェクト美ら島応援もずくプロジェクト

佐渡トキ応援お米プロジェクト
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